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ードリッヒ・ハイエック（Friedrich A. Von Hayek）の『感覚秩序（Die Sensorische Ordnung: 













































































































出現については第 3章 1節の定量分析と第 3章 2節～4節の質的分析で比較検討していく。 
 
2.1 質的調査による検証を実践 ―日本における生活美学研究の転回をめざして― 
デニス・Ｄ・ヴァスクル（Dennis D.Waskul）とフィリップ・ヴァニーニ（Phillip Vannini）
は生活美醜学研究ともいえる臭いに関する調査を行った（2008：53－71）。多様な人種構成

















放送文化研究所の生活行動の調査を下敷きにした（3章 1節で詳述）。6月 10 日(金)から 7
月 7日(木)までの期間に日誌を記入し、「美」「醜」のランキング 1位～5位までを示すよう
協力してもらった。6月 10 日(金)～6月 16 日(木)についてはエクセルシート記入の日誌デ
ータ分析詳細を第 3章 1節で述べている。 
－ 154 －












































1) NHK 放送文化研究所が 1960 年から 5年ごとに実施している「国民生活時間調査」に
























2016 年 6月 10 日(金)～7月 7日(木）の 28 日間を調査期間として、第 1週（6月 10 日(金）
～16 日(木））、第 2週（6月 17 日（金）～23 日(木））、第 3週（6月 23 日(金）～29 日（木））、
                                                  
1） Mukogawa Online Campus の略。eラーニングの実施に必要な学習教材の配信や成績などを統合して
管理するシステム（LMS：Learning Management System）である。 
 図 1 Microsoft Excel で作成した調査票の見本の一部 （著者作成） 
－ 156 －
第 4週（6月 30 日(金）～7月 7日(木））の 4週間のいずれかまたは複数週で調査を行った。
回収は、7月 8日(金)に行った。 
3.1-5 調査対象 
武庫川女子大学に通う 20～21 歳の女子学生 138 名。有効回答2）120 名（87.0％）。今回報
告する第 1週の有効回答は 82 名（59.4％）となった。 
3.1-6 生活行動分類 
 生活行動の分類については、前述の NHK 放送文化研究所の分類を参考に、被験者からの
出現頻度がより高いものを考慮しながら、次のように分類した（表 1参照）。 
 


























 （NHK 放送文化研究所の分類を参考に著者作成） 
                                                  
2） 1 日でも有効な回答のあった人。 


































































その他 その他・不明 その他 上記のどれにもあてはまらない⾏動 






























・  更⾐、休憩時間の飲食（まかないを含む）など 
 
・  授業、学校⾏事、クラブ活動、部活 
 、 、 など 
 
 の ・ け、 い 
 ゴミ し、 の など 
 、 し、 り 、たた 、アイロンがけ 
 ・ ・ ど  


























 1) 必需行動 
個体を維持向上させるために行う必要不可欠性の高い行動。睡眠、食事、身のま
わりの用事、療養・静養、からなる。 
 2) 拘束行動 
    家庭や社会を維持向上させるために行う義務制・拘束性の高い行動。アルバイト
関連、学業、家事、通学、社会参加、からなる。 
 3) 自由行動 









































関係数（ピアソンの積率相関係数：Pearson product-moment correlation coefficient）














































被験者数 （人） 47 50 48 52 50 56 61
嗅覚件数 （件） 267 279 270 278 247 306 327
　　美　（件） 188 196 193 189 181 202 221
　　醜　（件） 69 72 74 86 63 88 90
その他　（件） 10 11 3 3 3 16 16



















表 3 と表 2 を基に、気象データと嗅覚出現件数（全体、「美」、「醜」）の経日変化一覧の
相関関係を調べた結果をまとめたものを表 4に示す。 
 
















を図 2 に作図した。図中の垂直線と水平線は各軸の平均を示し、楕円は 2 変量正規分布の
95％確率等高線である。 
以上のことから、平均湿度が高くなるにつれ、嗅覚の中でも「醜」という感覚が強く引
                                                  



















平均気温 (℃） 25.6 25.4 24.1 22.7 24.8 25.5 22.5
最高気温 (℃） 31.5 30.3 28.0 26.4 29.1 30.2 24.7
最低気温 (℃） 20.5 21.6 21.0 20.7 21.0 21.9 20.7
平均湿度 (%) 63.0 66.0 76.0 81.0 68.0 72.0 87.0
最小湿度 (%) 39.0 46.0 58.0 64.0 52.0 52.0 69.0
日照時間 (h) 13.6 6.8 1.9 0.4 3.9 6.4 0.0
平均風速 (m/s) 2.2 2.2 2.9 2.9 1.6 1.9 2.2
全 （件） 美　（件） 醜　（件）
平均気温 (℃） -0.40 -0.43 -0.57
最高気温 (℃） -0.49 -0.54 -0.59
最低気温 (℃） 0.18 0.10 0.13
平均湿度 (%) 0.65 0.65 0 .77 *
最小湿度 (%) 0.52 0.54 0.67
日照時間 (h) -0.31 -0.35 -0.48








































































3.2  6 月 10 日(金)～7月 7日(木) ―「美」のにおいのランキングの質的分析― 
「美」とされたにおい、つまり香りのランキングについて概要を述べる。ここでは 6 月
10 日～7 月 7 日の日誌記録、コメントの総括として提出された各被験者のランキングとコ
メントを分析している。 
126 名により挙げられる 5位までの 620 件の「美」の対象物の中で、香料が含まれる生活
財は 257 件挙げられていた（アロマ 43件、香水 42件、化粧品 9件、入浴剤 22 件、ボディ
ケア 30 件、制汗料 5件、シャンプー33 件、トリートメント 11 件、柔軟剤 26 件等、消臭剤
2件、芳香剤 7件、洗剤 5件、歯磨き 1件）。これらはいわゆる生活臭をカモフラージュす
るために使用されたり、身づくろいなどの作業を快適にするためのものである。注目する
べきは、人工香料がかなりの割合を占めていると考えられることだ。 










































































必 需 ⾏ 動 拘 束 ⾏ 動 自 由 ⾏ 動
－ 162 －
自然界（花 4件、木 7件、森 2件）はそれに対して 13 件のみで、他の気象条件や自然現




はコーヒー（33 件）、紅茶焼き立てのパンなど（47 件）、ポップコーン（18 件）、ケーキ（14
件）、菓子（16 件）、カレー（13 件）、焼き肉（8件）、味噌汁（5件）などであった。 
ベストランキング 1位のところを調べるとアロマ関連の美感は 69 件、食事関連は 38 件、







3.3  6 月 10 日(金)～7月 7日(木)―「醜」のにおいのランキングの質的分析― 
同様に 126 名により「醜」とされた全体 612 件の臭いのランキングについて述べる。ワ
ーストランキング１位 33 件で、しかも全体の 5位までのランキングで圧倒的な件数 118 件
を見せるのは電車という状況であった。通勤・通学時間帯で非常なストレスとなっている
ようだ。これにリンクするのが駅や駅トイレという場所で、全体で駅 26 件、トイレ（公衆
トイレなども含む）が 30 件の言及があった。 
生ゴミはワーストランキング 1 位では電車に次いで 2 位で 32 件、全体では 74 件ほどで
あった。生ゴミワーストランキング 1 位の人たち 46 名を調べると、香水 12 件よりアロマ
18 件とアロマに対してやや「美」の感受性が高く、逆に香水やアロマを「醜」として認識
した事例（香水 16 件、アロマ 3件）も散見された。これは生ゴミワースト以外の人たちに
比べるとセンシビリティーが鋭いと考えられる。 
汗がワーストランキング 1位に挙げられたにおいの中で 3位で 20 件、全体件数は生ゴミ
より多く 88 件あった。他にも汗の関連の苦情で香水 40 件、体臭 13 件、加齢臭 19 件、腋
臭 6件という状況となった。 
次に言及が多いのはタバコ臭で全体 65 件であり、ワースト 1位では 8件でも、他の 2位
～5位全体ランキングで 57 件の苦情を発見できた。歩きタバコなど、通勤・通学路上での
邂逅についてもコメントが寄せられている。 
後は「醜」全体ランキングをみると、梅雨期に関連して雨 31 件、湿気 11 件、生乾き洗













表 5 6 月 6 日-7 月 7 日 日誌 
「美」「醜」の 1-5 位ランキング 1,232 件中のトップ２  
美 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
１位 
アロマ 14 件 
香水  14 件 
シャンプー10 件 コーヒー      8 件 香水 11 件 パン 14 件 
2 位 
 アロマ     9 件 ボディーケア 7 件 パン 10 件 コーヒー7 件 
アロマ 7 件 
 
醜 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
１位 
電車  33 件 
ゴミ  32 件 
電車   29 件 汗       20 件 電車    26 件 電車 13 件 
2 位 
汗   20 件 汗    25 件 電車      17 件 
タバコ     17 件 
汗     15 件 タバコ 11 件 
 （データより著者作成） 
以上 126 名による「美」「醜」の 1位～5位ランキング 1,232 件について総括した。 
 
3.4 6 月 10 日(金)～7月 7日(木)の日誌記録の質的分析 












































































































































冒頭でハイエック（Friedrich A. Von Hayek）の『感覚秩序』(1952/2006)に言及し、生
命体の感覚器官の仕組みについて次のように述べた。すなわち意識の覚醒から絶命による
消滅まで 流動的な均衡状態（ホメオスタシス）を保ち、外部世界との交換を続けるのが
生命体の営みであり、外部世界との交換の中で、生命体にとって避けるべきものと、求め
るべきものとを識別していかなければならない。それによって生命を維持し、子孫を残す
のである。「美」とは求めるべき感覚あるいは価値、「醜」とは忌避すべき感覚あるいは価
値であり、「美」「醜」の間を死までさまようのが人間の生きる過程ではないのだろうか。
本論で冒頭に仮説として掲げた、「感覚出現は生活行動の分岐点となることがある」は定量
分析・質的分析の調査結果により立証されたのではないか。加えて「嗅覚出現により生活
行動を意味づけ、構造化することができる」とも結論付けられることができたと考える。
感覚の受容による記憶の集積、価値判断ということが前提となっている。 
 
宮沢賢治の物語世界の動物というのは、人間がかつて持っていた、しかし忘れ去ってし
まった感情、智恵、価値を伝えてくれる。動物は人間よりさらに真実を抉った道徳的な美
醜の価値を帯びているのである。たとえば、宮沢賢治の「セロ弾きのゴーシュ」には動物
がでてくる。下手くそなセロ弾きのゴーシュは、指揮者の楽長というよりは、毎晩水車小
屋にやってくる動物たちと交流するうちに、本来の自分を取り戻すのである。たとえばカ
ッコウは芸術とは「飛翔」「生きること」であると教える。タヌキは衒いを捨て去り、「無
心」「童心」に回帰することを教える。ネズミは「愛」、ネコは「夢」が芸術の核心にある
と教えてくれる。 
このように、賢治の世界では人間は動物に感情と知恵を贈られる立場なのである。また、
命の間断ない激しさこそ芸術の本質であると教えるカッコウ（命）、愛の大切さを教えるネ
ズミ（愛）、とらわれの無い童心を伝えるタヌキ（無心）、夢を与える必要性を訴えるネコ
（夢）という物語世界の守り神に支えられて、ゴーシュの芸術性が復活する。言い換えれ
－ 168 －
ば、動物にそれらの宝物をプレゼントされてゴーシュは人間として再出発するのである。 
我々はゴーシュのように、日々メタフィジカルな戦いを展開しているわけでもないかも
しれない。しかし軽微な生活実践上の判断であっても、決断し、行動していかなければ、
生命の維持に問題が出てくる。その日常生活上の些細な、なにげない選択から人生の大き
な決断に至るまで、判断するときと言えば、「美」の価値を贈ってくれる魂、物語、モノた
ちとの出会いを招来することにより行使しているのではないだろうか。 
できうることなら数多くの「美」にあやかり、「醜」をうまく かわし 生活の質感をコン
トロールしていく、そういう人間という生き物の営みの姿を少しは明らかにできたような
ら幸いである。今回は、定量分析と質的調査（日誌調査）の手法を併用した分析で、生活
美が基本となる生活質感について、より実証的に考察する試みとした。言説に基づいて世
界を読み解くことにはそれなりの限界がある。言説の構築した世界は、常にリアリティー
により正体を暴かれ、修正されるであろう。しかし、リアリティーもまた、言説による是
正と定義を待たなければならない。 
今回は嗅覚出現に関するコメント（意味づけ・比喩）、ランキング（価値づけ）の記録分
析により感覚出現への生活質感への介入を評価した。次回はさらに手法を開拓し、「美」「醜」
の基準についての明確な基準の策定に挑戦する。記憶と物語性というものが嗅覚と結びつ
いて「美」「醜」の判断に作用する状況が少しづつであるが、見えてきた気がする。どうや
ら嗅覚の意識的な、儀礼的な行使、においづけという習性は人の日常生活とは切り離せな
もののようだ。 
 
－ 169 －
